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12-16世 紀 の中世 西 ヨーロ ッパで は,ゴ ッシ

ク様 式 が建築 を中心 に して絵 画 ・彫刻 ・装 飾 な ど

に広 く用 い られ た。 イギ リスで は,18世 紀 中 頃

には ピクチ ャ レス クな庭 園が 流行 す る よ うに な

り,ま た宗教建 築 だけで な く世俗 的 な建 築物 もゴ

ッシク様 式でつ くる中世趣 味が盛 ん となった。 中

世 の再発 見 に よっ て出現 した ゴ ッシク ・リバ イバ

ル は,19世 紀 に な る と最盛 期 を迎 えたが,1870

年代 末 には衰退 に向か った。

政治 家H.ウ ォルポー ル は,ユ747年 に 自邸 ス ト

ロベ リー ・ヒルに ゴ ッシ ク様 式 の小 城 を建 てて,

『オ トラ ン ト城奇 護』(1764年)を 書 い た。 この新

しい小説 は イギ リスの ゴ ッシク ・ロマ ンスの先 駆

とな った。その特徴 は,高 い尖塔 や アーチ な どの

特異 な外観 と雰 囲気 によって引 き起 こされる人間

心理 の探 求であ り,超 自然 的 な怪奇 と恐怖 の扇情

主義 であ った。

イギ リス ・ロマ ン主義運 動 は,ゴ ッシク ・ロマ

ンスの影響 を受 けてい る。 その代 表 的詩人 ・批評

家のS.T.コ ウル リッジは,中 世期風 の超 自然的 で

奇 怪 な長 編詩 『老水 夫行 』(1798年)を 創作 した。

彼 は ゴ ッシク芸術 の特徴 を「無 限 なる もの一 広大,

莫 大,完 全 とか で はな く,現 実 の感覚的存 在の領

域 内 に限定 され ない ものの象徴 的表現」 と表 現 し

ている。

ヴ ィク トリア朝 時代 に は,J.ラ スキ ンは 『ヴェ

ニ スの石』(1851-3年)を 書 いて ゴ ッシ ク建築 の礼

賛 を頂 点 に まで もた ら した。 さらに彼 は芸術 と社

会 ・経 済 問 題 を結 びつ け て い く。 国 会 議 事 堂

(1850年 完 成)や 王立 裁 判 所 な ど数 々の ゴ ッシ ク

様 式 の公 共建築物 は,当 時の 文学 の流 れ に大 きな

影 響 を与 えた。

これ まで建 築 と文学 とい う二 つの芸術 の ジ ャン

ルはあ まり一緒に論 じられなかったが,本 論文コ

レクションは,ゴ ッシク様式の復活 と新 しい文芸

思潮誕生の流れを当時の全体的文化運動の一部と

して位置づけ,社 会史、建築史および文学史から

その関係性 を浮き彫 りに した貴重なコレクシ ョン

である。(文 責 ・岩崎豊太郎)
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『俗 文学 叢刊 』

台湾中央研究院歴史言語研究所編,台 湾新文豊出

版,2002年 ～継続刊行 中

本叢書 は台湾申央研究院の歴史語言研究所内の

傅斯年図書館館蔵の俗文学資料 を影印 したもので

ある。本叢書に収め られた資料の来源は,1918

年(民 国7年)に 劉復が北京大学において結成 し

た 「歌謡徴集処」にある。北京師範大学において

周作人が始めた歌謡研究会に続いて結成 された歌

謡徴集処 は,10年 後に民間文芸斑 とな り,民 間

の 「俗文学」の資料収集 と整理,研 究及び成果の

刊行 を始めるに至った。この時期の研究成果 とし

て,劉 復編 『宋元以来俗字譜』,劉 復,李 家瑞共

編 『中国俗 曲総 目稿』,李 家瑞編 『北平俗 曲略』

などは今 日も利用 されることの多い,民 間文学,

俗文学の基本的な資料集である。今回,こ うした

目録 リファレンス作成に用い られた原資料が影

印,刊 行 されたことは,俗 文学のみならず中国文

学研究者 にとって極めて大 きな意味をもつ。 しか

もこれらの資料については,す でに書 目稿が公開

されてお り,ま た部分的なが らネット上で閲覧 も

可能であっただけに,そ の全体を直接手にとって

見ることができるのは我々にとって大いなる喜び

である。

ここに収められたものは,民 間の芸能において

演 じられたテクス トであ り,そ の価値の重大 さに

ついて,我 々はようや く認識をするに至ったに過
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ぎない。我々は少な くとも,こ れらの物語群から,

小説,戯 曲のルーツとなる物語の原初的形態 を探

ることができるし,脈 々と息づいている民間信仰

の中に現れる神話 ・伝説についても貴重な手がか

りを見出すことができると思われる。中国に限 ら

ず,ア ジアの民間文学,民 間信仰の重要な資料 と

して大い に活用 される ことが期待 で きる。(文

責 ・鈴木陽一)

ffffffffff

『清蒙古車王府蔵曲本』

首都学苑出版2001年12月

本 シリー ズは清代18世 紀のモ ンゴル族貴族,

喀爾喀寮音諾諺部の車布登札布,通 称車王が収集

した北京の戯曲,芸 能のテキス トを影印 したもの

である。原本は全て刊本ではな く書写本であるが,

その美麗 さか ら,相 当数が宮 中の梨園で用いられ

ていた戯曲,芸 能の脚本類であろうと考えられて

いる。また,当 時,演 じられた芸能 を記録 し,こ

れを美麗な写本に仕立てて販売 したり,賃 貸 しす

る商売が相当に繁盛 していたが,そ こか ら購入 し

たものも少な くないであろう と思われる。いずれ

にせ よ,こ れだけ大量の,18世 紀北京 とい う限

定のある戯曲,芸 能の上演テクス トを見ることが

できることは,今 後,中 国の文学研究全体にとっ

ても大いに意味があろうし,ま た北京 という都市

の歴史研究にも益するところ大である。

なお,前 述 『俗文学叢刊』には混乱の中で車王

府 か ら散逸 したテ クス トの一部が収め られてい

る。 また,『俗文学叢刊』 と 『車王府曲本』 とを

比較 してみると,同 じ民間の物語であっても,一

般庶民の愛 したものと,貴 族達が好んだものとの

違いが見えて くるはずで,こ の二つの資料 を同時

に購入 したことで,そ れぞれの資料の利用価値は

一一層高 まったと言えよう。(文責 ・鈴木陽一)

『大連図書館蔵孤本明清小説叢刊』

春風文芸出版社2000年

かつて大連 にあった満鉄図書館には,大 谷氏 よ

り中国古典小説が まとまって寄贈 された。孫楷第

の 目録(『 日本東京所見中国小説書目一一付大連

図書館所見中国小説書 目』)に よれば,日 本での

写本 も少な くないが,収 められた小説 は当時さほ

ど評価の高 くなかったものが多い。 しか し,今 と

なって見ると,こ こに収められた小説の多 くは明

末清初に出版 された,美 男美女がハ ッピーエン ド

を迎えるとい う 「才子佳人」小説 と言われるもの

で,文 学史上,『 金瓶梅』に代表 される明の小説

と,『紅縷夢』 に代表 される清代小説の間の空白

を埋める作品である。その意味で,す でに多 くの

研究者がこの作品群 に着 目してきたが,原 本 は無

論のこと,書 目さえも公開されてこなかった。幸

いに80年 代に春風文芸出版社 より活字本が出版

され,ま た現埼玉大学教授大塚秀高氏が中国側の

協力を得て,短 期間ながら版本調査 を行い,よ う

や く少 しずつ貴重 な資料が陽の 目を見 るに至 っ

た。 しか し,出 版 されたテクス トの多 くが天下の

孤本とあって,校 勘記 もない活字本では使いよう

もないとい うのが多 くの研究者の見るところであ

った。今回ようや く原本の影印本が刊行 され,文

学史上の空白を埋めるための貴重な資料が本格的

に利用可能になったのである。

すでに,こ れまでの版本研究の見直 しによって,

15世 紀か ら18世 紀に至る中国小説史 を再検討す

る動きが始 まっており,そ うした新たな研究動向

にこの貴重な影印資料が大 きく寄与するであろう

と思われる。また,こ れ らの資料が 日本か ら中国

へ渡っていった過程には,日 本の書誌学や近代史

の研究にも関わる問題が存在 してお り,こ うした

点か らの活用 も大いに期待 されるのである。(文

責 ・鈴木陽一)
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